
 

 
 

 きらきら発電はおながわ市民共同発電所・ひっぽ電 

力・みやぎ地域エネルギー合同会社とともに、12月 

15日「みやぎ地域・市民電力連絡会」を結成、当日 

記念フォーラムを開催しました。参加者は 68名。 

 記念フォーラムでは、四社の取り組みが紹介された 

のち、喜多方市で会津電力を立ち上げた佐藤彌右エ門記念講演 

氏と環境エネルギー政策研究所の山下紀明氏が記念講 

演。「地域おこしにつながる市民電力こそ、これから 

の主役」「九電力の植民地的支配を打破しよう」と訴 

えました。 

 

 

 

ＮＰＯかねやま電雪と協同で具体化 

 きらきら発電ではＮＰＯかねやま電雪と協同し、「雪詰 

め金山パック宅配便」を届ける事業を検討しています。 

冬は「雪詰めいわな」、春は「雪室じゃがいも」「雪詰め 

山菜」、夏は「こめのこブタ」、秋は「ソーラーシェアリン 

グ野菜」などを考えています。価格は未定。 

 とりあえず「雪詰めいわな」を希望される方、先着 10 

名まで受け付けます。電話連絡先は０７０－２０１０－ 

３７７７(広幡)へ。 

 

２月８日原発再稼働を問うシンポ 

きらきら理事長水戸部氏がシンポジストに 

 2月 8日(土)14時半よりフォレスト仙台第 6会議室で 

シンポジウム「医師・科学者が問う原発再稼働」が開催 

されます。主催は「核戦争を防止する宮城医師・ 

歯科医師の会」「日本科学者会議宮城支部」。 

 きらきら発電の理事長水戸部秀利氏が「原発 

から再生可能エネルギーへの転換の実践と未来」 

と題した報告を行います。ほかに、矢崎とも子 

医師・草野清信氏がシンポジストです。参加費は 

無料。参加は 022-265-0576へＦＡＸで申し込み。 

みやぎ地域市民電力連絡会結成 
１２月１５日おながわ・ひっぽ・みやエネと一緒に 

 

 

 

雪詰め金山宅配便をお届けします 
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 12月 15日の市民電力フォーラムで記念講演をされ 

た山下紀明氏の講演内容を紹介します。 

世界の自然エネは爆発的増加 

 21世紀に入り、世界では風力発電・太陽光発電が 

爆発的に伸び、発電容量で比較すると、2015年に風力 

が、2017年に太陽光が原子力を越えました。ただし、 

発電量ではまだ越えていません。 

 風力・太陽光とも 2001年に 10ＧＷ程度だったもの 

が、2017年には風力 550ＧＷ、太陽光 400ＧＷに達し 

ています。この爆発的な増加を下支えしているのが中 

国企業です。 

日本の自然エネ２０１７年１５．６％ 

 2010年 9.8％だった日本の自然エネルギーが、2017 

年 15.6％に達しました。中でも太陽光発電が急増し、 

2010年 0.3％だったのが、2017年 5.5％に達しました。 

 今後は、洋上風力・地熱発電の伸びも期待できます。 

活躍する自治体新電力 

 世界的に自治体が電力に直接かかわるようになってい 

ますが、日本でもその流れが強まっています。群馬県中 

之条や福岡県みやま・とっとり電力などが有名ですが、 

宮城でも加美町や東松島市が取り組みを開始しました。 

 東松島市では売電・買電作業を中央の企業に下請けせず、地元で頑張っています。 

 

仙台市民会議が仙台市に女川原発再稼働に反対をと要請 

 きらきら発電が加入する脱原発仙台市民会議(篠原弘典氏と水戸部秀利氏が共同代表)は、規制委

員会が事実上の合格を出した直後の 12 月 5 日、東北電力の大株主仙台市に対して、「株主総会で

女川原発の再稼働に反対する」ことを要請しました。参加者は 10名でした。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

地域電力を支える自治体政策 

山下紀明氏の記念講演を紹介 


